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ML※1を活用した要因解析で、
車両現象解析に、“新しい気づき”をもたらします！

　Spicy MINT
“新しい気づき”を提供 複雑化する車両現象の要因解析を支援

01 課 題

問い合わせ先

❶ コーディングレスで、“AI活用”
    ➡AI寄与度解析を自動化！誰でも、AIを使った解析ができます！

❷ 解析ノウハウを共有できる“ナレッジDB”
    ➡解析時の設定は、ノウハウとして自動的にデータベースに蓄積。
       蓄積されたノウハウから、システムが最適な解析をリコメンド！

❸ 車両に特化した解析ノウハウを搭載
    ➡現象 指標化をパッケージング！簡単操作で、現象を見える化！

※1：Machine Learning（機械学習）

AI×knowledge DBが、特徴のある車両信号をランキング付けします。

●多機能化
●短い開発期間
●複合因子

Point❷：優先順位をつけた解析による  “解析時間 短縮”

Point❶：微小な変化も見落とさず  “新しい気づき”

車両の高機能化に伴い、解析の難易度が上がっている
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課題 ❷：膨大な解析による“工数大”課題 ❶：微小な変化の“見逃し”
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02 解決策

03 機能・性能・スペック

No.2・3

No.4

大量テキストデータを用いて
全体像把握、トレンド分析する手法を紹介します

自然言語処理によるトレンド分析技術自然言語処理によるトレンド分析技術

企画立案する際、技術調査やトレンド分析を実施しているものの、調査対象が広範囲
➡ 調査対象の全体像を捉えられない

問い合わせ先

事例紹介 ～リアルタイムAIの活用領域と発展領域の抽出～

膨大な文献を２次元散布図 等に提示、データを扱う手間を効率化 ｢議論活性化に貢献」

プラットフォーム開発部 AI・データサイエンス技術室
Mail:mlops@ml.toyota-td.jp

[ キーワード ] real-time AI time series
[ 期間 ] 2015.1.1-2021.12.31
[ 件数 ] 45,626(論文：paper), 
　　　   32,400(特許権利化済：active)
　　　  25,641(特許出願中：pending)

before　 after

01 課 題

02 解決策

調査対象の全体像を見渡せないと、目先の議論に終始、非効率

03 機能・性能・スペック(研究開発中)
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調査対象の
文献が多すぎて…
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タイトル・要約

発展領域:翻訳・電子顕微鏡、遺伝子発見 等

異なる種類の文献を重ねた分析
論文×特許 等

POINT
1

トレンドの領域を提示
近年成長している領域を把握

POINT
2

時系列の変化に沿った分析
活用領域 ➡ 発展領域

POINT
3

SpicyMINT  supported  by NEC (技術協力)

<NEC様 FireDucks対談>
https://jpn.nec.com/rd/technologies/202312/
index.html
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